
令和４年度 岡山県道路メンテナンス会議

日時：令和 ５年 ３月２７日（月）

１３：１５～

場所：ＷＥＢ会議

議 事 次 第

○ 開 会

○ 挨 拶

○ 議 事 資料ページ

１．令和５年度予算概要 資料１ P. 1

２．社会資本整備審議会の開催状況 資料２ P.15

３．令和４年度研修・講習会等の実施状況 資料３ P.19

○ 閉 会



 令和５年度 予算概要

道路保全企画Gからの連絡事項
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令和５年度道路関係予算総括表

令和5年度 道路関係予算概要(R５.1) 抜粋2



公共事業関係費（政府全体）の推移

令和5年度 道路関係予算概要(R５.1) 抜粋3



道路関係予算の推移

令和5年度 道路関係予算概要(R５.1) 抜粋4



令和５年度 主要施策の概要

令和5年度道路関係予算概要(R５.1) 抜粋5



令和５年度 道路関係予算概要（老朽化対策 基本方針 ）

令和5年度道路関係予算概要(R５.1) 抜粋6



令和５年度 道路関係予算概要（老朽化対策 主要施策の概要 ）

令和5年度道路関係予算概要(R５.1) 抜粋7



令和５年度 道路関係予算概要（老朽化対策 主要施策の概要 ）

令和5年度道路関係予算概要(R5.1) 抜粋8



令和５年度 道路関係予算概要（老朽化対策 主要施策の概要 ）

令和5年度道路関係予算概要(R5.1) 抜粋9



令和５年度 道路関係予算概要（老朽化対策 主要施策の概要 ）

令和5年度道路関係予算概要(R5.1) 抜粋10



令和５年度 道路関係予算概要（道路システムＤＸ）

令和5年度道路関係予算概要(R5.1) 抜粋11



令和５年度 道路関係予算概要（道路システムＤＸ）

令和5年度道路関係予算概要(R5.1) 抜粋12



令和５年度 道路関係予算概要（道路システムＤＸ）

令和5年度道路関係予算概要(R5.1) 抜粋13



防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

令和5年度道路関係予算概要(R5.1) 抜粋14



 社会資本整備審議会の開催状況

道路保全企画Gからの連絡事項
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 社会資本整備審議会社会資本メンテナンス戦略小委員会
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出典:総力戦で取り組むべき次世代の 「地域インフラ群再生戦略マネジメント」提言 令和４年12月

これから取り組むべき方針（総力戦で取り組むべき次世代の「地域インフラ群再生戦略マネジメント」より抜粋）
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出典:総力戦で取り組むべき次世代の 「地域インフラ群再生戦略マネジメント」提言 令和４年12月

これから取り組むべき方針（総力戦で取り組むべき次世代の「地域インフラ群再生戦略マネジメント」より抜粋）
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【機密性２】令和４年度 研修・講習会等の実施状況

・岡山県主催

研修・講習会名 対象者
参加
人数

開催日

1
点検支援技術勉強会
・ドローン・AIを活用した橋梁点検・点検調書作成
・水中3Dスキャナーによる水中構造物の形状把握シ
ステム

国・地方自治体
コンサルタント

１１人 Ｒ４．１２．１４ 会場：倉敷

■研修・講習会の実施状況

・メンテナンス会議主催

研修・講習会名 対象者
参加
人数

開催日

1 橋梁保全に関する講習会
自治体職員
建設コンサルタント及び土木建設会社

－ ｺﾛﾅ禍により中止

2
道路構造物の点検と対策（基礎）講
座

自治体職員 ８人 Ｒ４．６．３

3 岡山県橋梁保全実践講座 自治体職員 ３６人 Ｒ４．１０．２５～１０．２７

4 道路メンテナンスミーティング 自治体職員
第１回３９人
第２回３２人

第１回 Ｒ４．４．２６
第２回 Ｒ５．３．１４
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【機密性２】

• 点検方法の効率化を図る目的で、新技術活用による点検支援技術の勉強会を開催。
• 勉強会は、倉敷会場で実施し、技術者自身が点検技術向上を図るとともに、支援技術が

どんな技術をどのように利用できて、精度がどれくらいかなどを確認するとともに質疑等
で意見交換を行った。

令和４年度 点検支援技術勉強会の状況

点検支援技術①：
ドローン・AIを活用した橋梁点検・点検調書作成

点検支援技術②：
水中3Dｽｷｬﾅｰによる水中構造物の形状把握ｼｽﾃﾑ
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【機密性２】令和４年度職員の技術力向上に関する取組状況

開催日：R4.10.25 会場：総社市 【参加者：市町村12人】
：R4.10.26 会場：瀬戸内市 【参加者：県3人、市町村9人】
：R4.10.27 会場：津山市 【参加者：県1人、市町村11人】

○目的

自治体職員を対象に、小規模な橋梁を中心に、直営点検の実施に資する現場実習を核とした実践的な講座を開催し、技術力向上を図るもの。

・市町村管理橋梁を題材に、現場で実際の施設を見ながら点検のポイント等について研修を行う。
→直営点検の実施及び点検業者に対し監督する立場となる自治体職員の技術力向上に寄与

○実習内容

○実施日・参加者

・初めて橋梁点検をしたが、現地点検もシステム入力も理解することができた。
・直営点検だけでなく、委託業務を発注した際にも役立つと思った。
・専門的な話も聞くことができ、橋梁保全について勉強する良い機会になった。

○受講者からの意見・感想

■岡山県橋梁保全実践講座
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【機密性２】令和５年度 道路メンテナンス会議等主催の研修等

■研修・講習会の実施計画

●定期点検要領の見直しに伴う、勉強会、講習会等

■研修・講習会の情報提供

●中国地方整備局主催の講習会、研修等の情報提供を行う。

講習会名 対象者 研修期間 研修⽬的

1 橋梁点検⽀援技術
勉強会（仮） 道路管理者担当職員 令和５年度

点検⽀援技術による点検の実施状況の視察や従来技術の違いなどの説明により、
点検⽀援技術の知識の習得とともに情報の共有化を図る。
（※）点検⽀援技術の内容によっては、中⽌とする場合があります。

2 トンネル点検⽀援
技術勉強会（仮） 道路管理者担当職員 令和５年度

点検⽀援技術による点検の実施状況の視察や従来技術の違いなどの説明により、点検⽀
援技術の知識の習得とともに情報の共有化を図る。
（※）点検⽀援技術の内容によっては、中⽌とする場合があります。

3 橋梁点検等実務者勉
強会（仮）

道路管理者担当職員
（主に若⼿技術者） 令和５年度

⼩規模橋梁の現場を利⽤して、点検作業や調書作成の実習を⾏うとともに基礎的な知識
を習得するものである。
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【機密性２】令和５年度 道路メンテナンス会議等主催の研修等（岡山県）

■研修・講習会の実施計画

研修名 対象者 参加人数 研修期間 研修目的 カリキュラムの概要

1
橋梁保全に関
する講習会

自治体職員、建設コ
ンサルタント及び土木
建設会社

40人
(予定）

Ｒ5.7月頃

２日

橋梁を対象に点検や予防保全
のための知識を習得する。

・点検のポイント、点検記録の方法、
マニュアルの解説

・現地にて、点検マニュアルに沿っ
た損傷区分を判定し、点検結果を
持ち寄り、グループワークを実施

2
道路構造物の
点検と対策（基
礎）講座

自治体職員
40人
（予定）

R5.6月頃

１日

道路構造物を対象に点検や予
防保全のための知識を習得す
る。

・座学による道路構造物（トンネル
や大型カルバートなどの道路附属
物）の点検業務に関する講習

3
岡山県橋梁保
全実践講座

自治体職員
30人
(予定)

R5.10月頃

３日

小規模な橋梁を中心に、直営点
検の実施に資する現場実習を
核とした実践的な講座を開催す
ることにより技術力の向上を図
る。

・市町村管理橋梁を題材に、現場で
実際の施設を見ながら点検のポイ
ント等について研修を行う

4
道路メンテナン
スミーティング

自治体職員
40人
(予定)

R6.2月頃

１日

橋梁等の道路施設のメンテナン
スを行っていく中で、苦慮してい
る事案等について、県・各市町
村の担当職員が意見を出し合
いながら方向性等の検討を行う
ことにより道路メンテナンスに関
する技術力の向上を図る。

・事前に市町村から提出された相談
事項及び県提案事項について、意
見交換や県からの情報提供を行う
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